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　転写因子NRF2は、生体防御系遺伝子群の統括的な制御因子であり、生体の
恒常性維持に重要な役割を果たしている。一方、がん細胞におけるNRF2の過
剰な活性化は、その悪性化をもたらすことが報告されている。我々は、これまで
に、NRF2がグルコースとグルタミンの代謝に関与する酵素遺伝子群を誘導して、
細胞増殖に有利な代謝環境を実現し、がん細胞の増殖を促進することを見いだ
した。最近、造血幹細胞におけるNRF2の機能解析を行ったところ、NRF2の恒常
的な活性化が幹細胞の枯渇をもたらすことを見いだし、NRF2が静止期にある造
血幹細胞の細胞周期エントリーを促進することを明らかにした。このメカニズム
には、NRF2によるミトコンドリア機能の活性化が関係していることを示唆する結
果が得られている。本セミナーでは、NRF2による酸化ストレス応答と代謝制御が
細胞の分化に及ぼす影響を紹介する。 	
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